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※病棟日勤スタッフ2名の為、連絡事項のみとしています。

＜連絡事項＞
・発赤や表皮剥離発生が増加しています。

　スタッフ一人でのオムツ交換や体位交換は皮膚状態の早期発見が遅れたり、シーツや

衣類のよれを十分になおせず、褥瘡発生原因となります。また、看護・介護負担が増大します。

●体位交換とオムツ交換は日中・夜間問わず、スタッフ2名で行う。

●寝たきりの患者様は入浴できなかった際清拭も実施する。（業務量によって必ずとは

　言えませんが）日中陰洗は必ず行うが、　夜間も汚れがひどいなら陰洗実施。

日中1名勤務でも、都度声掛けしあいましょう。

夜間について

　1：00：準夜スタッフが帰る前に一緒に行う　

　3：45：深夜スタッフ（介護）が休憩からあがる時

（4：00枠）

　7：00：早番または、深夜スタッフが鍵を下げる時

　19：00：遅ＣがＡ留守に降りてきた時

　20：45：準夜スタッフが休憩交代する時

（21：00枠）

　22：15：準夜スタッフ（介護）が休憩からあがる時

（23：00枠）

メリット：①皮膚状態の観察を2名で行う事で早期発見につながる。

　　　　　②看護・介護負担軽減

　　　　　③お互いの体位交換方法やオムツ交換方法を指摘し合える。

　　　　　④褥瘡予防することで、患者様の負担軽減やスタッフのケア量増大の防止。

　　　　　⑤妊婦の負担軽減

デメリット：夜間は2名で各部屋まわることで見守り不在となる為、転倒・転落等事故発
　　　　　　生要因となる。

デメリット対策として患者様の状態（徘徊や歩行状態不穏等）を優先にして臨機応変に対応して下さい。急いでオムツ交換や体位交換をする必要はありません。

夜間は居室の戸を開けて、常に外部の音が聞こえるようにするとか、途中で見回りしながら行う等臨機応変に対応して下さい。

・連休中の検査センターの営業について、お知らせ致します。

4/29（月）→休業

4/30（火）→午前中の受付にて終了

5/1（水）→午前中の受付にて終了

5/2（木）→午前中の受付にて終了

5/3（金）～6（月）→休業

検体検査オーダがありましたら、4/30（火）・5/1（水）・5/2（木）の午前中にお願い致します。
＜患者様連絡事項＞
・田嶋　松男様：不眠時ゾピクロン10回分処方となっています。
・高屋敷はち様：5/9(木)14：00退院前訪問指導実施予定。主治医より指示もらっていま
　　　　　　　　す。
・小舘アツ子様～主治医面談4/29　16：00実施しています。現在の状態説明と今後につい
　　　　　　　　て治験薬導入することを説明。ご家族より同意を得ています。
　
・矢崎　清美様～娘様に外泊訓練について確認の連絡する。外泊訓練の日時は、5/13　10：
　　　　　　　　00～5/14　16：00までを考えているとの事。また、外泊に合わせて介護
　　　　　　　　用ベットのレンタルを予定しているとの事。主治医より、外泊許可がで
　　　　　　　　なかった際は連絡する事としています。外泊申請済みです。
・小笠原　正成様～昨日、外泊より帰院しています。次回外泊希望5/17　13：00（退院前
　　　　　　　　　訪問指導希望）～5/19　16：00まで。許可下りなかった時のみ連絡が
　　　　　　　　　欲しいとの事。退院前訪問指導、調整していきます。外泊申請済みで

　　　　　　　　　す。
・高橋　紀江様～入居調査の用紙、息子様より預かっています。記入終わりましたら連絡　

　　　　　　　　欲しいとの事です。受け持ち担当にて記入お願いします。記入終わりま

　　　　　　　　したら船橋さんへ提出して下さい。
・杉山　千廣様～現在点滴1本にて経過。本日の尿量が、深夜帯、日勤帯合わせて210gと
　　　　　　　　少ない為、主治医へ状態報告する。茶寒天にてむせ込みない状況もあり、
　　　　　　　　本日は、傾向からの水分補給を試みていく。明日、状態を再度報告する
　　　　　　　　よう指示あり。
